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　６　喫煙・飲酒・薬物乱用のきっかけ


✐知識の確認　　しっかり理解できたものにチェック☑をつけましょう。
①個人の要因
□喫煙・飲酒・薬物乱用の開始には、本人の知識や考え方、対処能力、心理状態などの
（　　　　）の要因が関係します。例えば、害や社会への悪影響についての知識が不十分である、重大に考えていない、誘われたときに断る意思や（　　　　　　）が不十分である、自分を大切に思えない、投げやりな気持ちになっているなどです。
②社会的環境の要因
□喫煙・飲酒・薬物乱用の開始には、周囲の人たちの喫煙や飲酒、周囲の人からの誘い、宣伝・広告、それらの入手のしやすさなどといった（　　　　　　　）の要因も関係しています。
③防止対策
□喫煙・飲酒・薬物乱用をしないためには、まず、害などを理解し、絶対に手を出さないという意思を強く持つこと、（　　　　　）などの対処能力や（　　　　　　　　　　）などを高めておくことが必要です。さらに、社会的環境への対策として、喫煙・飲酒については、それらの害を知らせる（　　　　　　）、宣伝・広告規制、自動販売機の規制、
（　　　　）確認、罰則の強化などが行われています。
□薬物については、乱用だけでなく、（　　　　）・密輸を防ぐために法律が整備されたり、（　　　　　　　）が強化されたりしています。
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